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＜病棟連絡事項＞
・次年度のスタッフオフィスキー番号の連絡が来ています。詳細は各自WIZ個人メールを確認してください。

・4/20より作業療法士の実習が開始となる予定です。詳細は各自WIZメールを確認してください。

＜入院・入室状況＞
・関橋　長一様　東B2　→　東合併
・三浦　英男様　東A9　→　東A8

＜患者様連絡事項＞
・関橋　長一様～深夜帯にて38℃台の発熱あり。本日より抗生剤点滴開始、明日よりオメプラゾール点滴開始、明日より点滴3本→2本へ減量となる。

・笹本　岩男様～浮腫増強しているため、明日より点滴2本→1本へ減量となる。
・伊藤　信美様～臨時薬リスパダール→レキサルティへ変更し、4/18より処方となる。


[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放すると他室侵入・迷惑行為みられ制止介入にもやめられないため、早めに観察を終えている。隔離中は静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～本日より一時解除観察範囲拡大。10：00～14：00　両手身体拘束一時解除、それ以外は右手のみ身体拘束して様子観察実施。決められた事を守れており、危険行動なく落ち着いて過ごせている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・三浦　英男様～終日隔離中。理解なく一方的な要求を繰り返したり、対面時は威嚇したりしている。断続的に独語きかれしばしば壁を叩く。接触性の不良さは続いている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞	
・笹本　岩男様～体温37.0℃～37.3℃。脈拍は105回/分、呼吸促迫で努力呼吸持続している。睫毛反射や痛み刺激に対する反応なし。両目眼球上転見られている。13：50酸素飽和度が90台前半から80台後半へ低下したため酸素流量を5ℓから7ℓへ増量している。その後は90台前半（90～92％）で経過。

・伊藤　信美様～自室にて臥床していること多い。スタッフの声掛けには穏やかに返答され、易怒性や不穏なく経過している。

・田中　イシ様～食事は1/2～1/3量摂取。やや介入へ易怒的となる事がある。服薬拒否強く食事と提供している。

＜田名部Dr診察情報＞
・小笠原　久年様～昼のレボトミン→ブロマゼパムへ変更、他臨時薬同内容で7日分処方。幻聴が強い時は、頓服薬使用するように伝えている。

・安達　貴浩様～コントミンで落ち込みがあると話すため、定期薬のコントミン（25）朝夕→夕のみへ減薬、他変更なし。
希望にて朝のみパン→各食米飯へ変更。

・袴田　将志様～夜間の睡眠とれて体重増減少なく経過。臨時薬同内容で7日分処方。

・丹内　栄子様～臨時vds炭酸リチウム100→200㎎へ増薬、他同内容で7日分処方。

・小澤　和子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・谷地　寿梨様～臨時薬同内容で7日分処方

・若沢　理子様～臨時薬は同内容で7日分処方。SSTやOTへ意欲的な言動あり、積極的に参加しながら幻聴とも向き合う方法を模索していく。

・高柳　和子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・藤井　孝蔵様～定期薬変更なし。

・立花　圭様～臨時薬同内容で7日分処方。

・中居　伊佐男様～定期薬変更なし。

・藤村　翔様～臨時薬朝のアリピプラゾール24→12㎎へ減薬、他同内容で7日分処方。早めに退院してデイケアへ通いましょうと説明されている。

・酒田　絹代様～持参薬ハイゼット4/23でのみきり止め。臨時薬同内容で7日分処方

・大久保　和子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・小坂　君子様～臨時薬アドナ7日分処方。引き続き出血傾向や便性状を観察。

・小栗　健太郎様～臨時薬同内容で7日分処方。スマホを持たないことにしたと言い考えを肯定されている。特定の女性他患とは文通や公衆電話を使用することをすすめられている。

＜馬渡Dr診察情報＞
・三浦　英男様～臨時薬レボトミン25㎎6Ｔ→4Ｔへ減量、ハロペリドール1.5㎎2Ｔ開始。他同内容で7日分処方となる。
・宮崎　宏之様～臨時薬同内容で処方となる。

・中村　栄作様～退院時処方2週間分処方となる。

・松ヶ崎　きみゑ様～臨時薬同内容で処方となる。4/22エビリファイ持続性水懸筋注400㎎シリンジ１キット（左肩）指示あり。

・佐々木　理佳様～持参薬中止、明日より当院処方へ切り替えとなる。4/15ゼプリオン水懸筋注150㎎シリンジ1キット（左臀部）指示あり。

・清水目　忠男様～リスパダール0.5→0.75mgへ増量となる。

・武内　隆三様～臨時薬グラマリール50→75mgへ増量、他同内容で処方となる。施設の申し込みを進めるよう指示あり。

・瀧　タキ様～臨時薬トラゾドン、アムロジピン追加、他同内容で処方となる。本人よ
り立ちくらみ訴えあるため、失神発作に注意（転倒による外傷など）の
指示あり

・田中　イシ様～臨時薬コントミン追加となる。車椅子抑制ベルト許可あり。心理検査できそうならするよう指示あり。

[bookmark: _GoBack]・中山　りえ様～臨時薬同内容で処方となる。主治医よりアルコール依存症治療プログラムレクチャー6実施。

＜皮膚科診察情報＞
・安達　貴浩様～皮疹梢軽快、同前処置Rp.尿素クリーム１本処方

・若沢　理子様～①両腕に薄い表皮剥離、痂皮→デルモゾールDP軟膏塗布
②両足　角化、落屑→アズノール軟膏
Rp.デルモゾールDP軟膏2本処方

・飯田　修子様～特変なし　同前処置。

・中村　栄作様～潰瘍局面漸次縮小、軽快。同前処置。

・竹洞　総子様～両手掌～指腹に落屑（＋）、同前処置。

・錠前　実様～特変なし、同前処置。

・水梨　孝純様～特変なし、同前処置。

・小栗　健太郎様～特変なし、同前処置。

＜入院患者様情報＞
日　　時：4月14日　11:45　　
　氏　　名：市澤　ミツヱ（いちさわ　みつえ）様
　生年月日：昭和11年11月10日　85歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　当院へ2回の入院治療歴あり(前回:R3.6.23～R3.8.12)。
当院退院後はデイサービス5回/週利用し、定期的な外来通院を継続していた。現在は
長女夫婦と3人暮らし。R4.4.3夜間に本人が住んでいた家に行ったところ、本人が寝
てしまい家族は一時帰宅。3時間程して本人を迎えに行った際に行方不明となっており
警察へ捜索を依頼。4/4朝に自宅近くの畑で下着姿の本人を発見し、低体温のため八戸
赤十字病院へ搬送されている。同院にて治療行い身体状態は改善。自宅での対応困難で
あり当院へ転入院依頼あり本日受診。R4.4.14東病棟Cユニットへ医療保護入院とな
る。



